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研究成果の概要（和文）：本研究は 2 つの視点から取りまとめられている。第 1 に、現代日本

の映像コンテンツ産業における製作提携の構造と業績の関連について、専門誌の評価や視聴率

等の具体的な指標を用い、企業の製作・提携能力の形成過程を分析している。第 2 に、内外の

提携を担う企業内プロデューサー育成のメカニズムと課題を明確化するために、階層的キャリ

アキャピタルモデルの観点から、創業期から現在に至るまでのプロデューサーのキャリア発達

とネットワークを分析している。 

 
研究成果の概要（英文）：We have two perspective in this research. First of all, explores the 

development of network alliances of production consortia in the Japanese film industry, 

and examines the characteristics that facilitate a high rate of performance and social 

capital in promoting commercial films in the era of digital media. Secondly, a description of 

how and why production consortia and producers are developing in the Japanese motion 

picture and animation industry is provided from the point of view of career capital pyramid 

theory. 
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１．研究開始当初の背景 

 

グローバルな競争がデジタル化のなかで
激化し、国や都市など様々な関連産業の成長
にコンテンツ開発の重要性が増大し続けて
いる。本研究は、なかでも最も関連産業のメ
ディアミックス化などの事業展開につなが

り、着目を浴びているコンテンツの一つとし
て映像メディア産業（実写映画とアニメ）を
主要な対象とし、そのコンテンツ開発に関わ
る日本企業のグローバルな競争戦略につい
て、課題となる企業間提携やプロジェクト組
織や人的資源の管理の視点から、国際比較分
析も交えて明らかにする必要性が背景にあ
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った。 

映像コンテンツ産業は、デジタル時代の多
元メディア化の進展に伴い、多ジャンル化と
ともに爆発的な浸透を国際的にみせており、
CGM(Consumer Generated Media)の活用
戦術のように企業とグローバルな消費者市
場との不可欠なインターフェースとなって
いる。巨視的にはその開発プロセスやコンテ
ンツ・プロバイダーやメディア企業との合従
連衡や戦略提携・再編の影響を強く受ける一
方、微視的には個人の才能や能力に依存しつ
つも、商業化の過程において必ずネットワー
クによる組織的プロセスを経るという大き
な特徴を有している。 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、現代日本の映像コンテンツ産業
における全体的な製作提携の構造と業績の
関連について、2000 年代の製作委員会のネッ
トワーク分析と事例分析を通じて明らかに
することを目的とする。 

これまでの我々の研究成果を基礎に、映像
コンテンツとメディア業界の構造変動の時
系列分析を行う。特に企業間提携ネットワー
クが 2000 年代にかけて、製作委員会形式が
主になり、大きく時系列的に変化しているこ
とを踏まえ、ソフト製作に於ける提携管理や
その能力の構築は、メーカーの共同開発とは
異なる文化や価値、テイストなどのソフトな
資源の活用度合いが高いなどソフト・コンテ
ンツというプロダクト特性が強く表れると
ともに多方面の市場へのシナジー効果があ
るメカニズムを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 

本研究の方法には大きく 2つのアプローチ
をとっている。一つは、映像コンテンツの制
作に際しつくられる製作委員会と呼ばれる
時限ネットワーク組織を分析の対象とし、定
量的に分析するアプローチである。もう一つ
は、そのなかにおかれた代表的な個別事例の
分析を通して、ネットワーク組織の背後にあ
る人材育成や取引慣行など、戦略的提携に基
づくコンテンツ開発や流通・マーケティング
戦略を担うプロデューサーのキャリアにつ
いて、綿密な面談調査とグランデットセオリ
ーアプローチに基づく調査分析を行うこと
である。さらに、これら 2つのアプローチを
併用することによって、内外の提携行動の構
築につながるような優れたプロデューサー
の能力開発と組織能力の構築について検討
する。 
 
４．研究成果 
 

本研究は、現代映像コンテンツ産業のメデ
ィアミックスの論理に注目し、製作委員会の
データベース作成を継続し、テレビアニメー
ションと劇場映画やキャラクターグッズの
マーチャンダイジングなどを幅広く手がけ
る最大手 X社の協力を得て、30年にわたる制
作陣の人的関係とプロジェクト・ネットワー
ク組織のデータベースを構築した。それによ
って歴代作品とプロデューサーのキャリア
に関する定量的ならびに定性的なデータ収
集と分析を行った。 
その結果、映像コンテンツ関連企業の保有

する事業資源（小売網、デジタル技術、タレ
ントなど）を活かす途を探るため、幅広く流
通メディア企業と製作企業そして関連企業
との、相互に資源化を可能にする関係性資本
があることがわかってきた。 
一方で、各企業間の資源活用関係の運用の

実際は、戦略的提携を管理する個別のプロデ
ューサーなどに依存する。これらのプロデュ
ーサー的人材育成の過程とルーティンと取
引慣行の変化の発見事実を収集している。こ
れらの調査をふまえ、今後、ネットワークに
おける提携組織能力（Alliance capability）
の観点を導入することによって、変革期を迎
えるメディア産業の経営管理上の含意と理
論的含意が得られるだろうと期待される。 
 
本研究の貢献は、３つある。第一に、組織

論・競争戦略論とネットワーク社会学や産業
社会学等による学際的な研究の視点から、ソ
フト・コンテンツ制作のネットワーク分業と
取引の関係を時系列的に成果との関連性か
ら明らかにしたこと。そのデータベースの構
築をアニメーション制作のリーディングカ
ンパニーを基軸として、一定程度、構築した
こと。 

 第二に、日本・アジアでの国際比較に基
づく分析を行うために、台湾と日本の映像コ
ンテンツ・プロデューサーの比較研究を進め、
台湾・成功大学創造産業研究所において、国
際ワークショップを開催して、共同研究の端
緒を一定程度つけたこと。 
第三に、映像産業における重要性が増して

いる複数コンテンツのジャンル（実写映画・
アニメ）を対象として、ミクロの組織レベル
の個人キャリアや技術等の変化と、企業間提
携の戦略論や産業の比較制度論などのマク
ロな変化とを統合的に国際的な競争戦略視
点で明らかにしようとした。特に、戦略の主
体の形成に着目し、階層的キャリア・キャピ
タル理論の視点から、社内におけるプロデュ
ーサー育成システムのこれまでの課題を一
定程度、明らかにした。調査協力企業に対し
ても経営陣へのフィードバックを行うなど
の実践的貢献がある。 
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